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第 3章 情報収集 

 

本章の情報収集について図表３－０－１に記載する。 

 

図表３－０－１ 情報収集における対象フロー 
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3-1 避難所・市町村地域内輸送拠点開設状況に関する情報収集 

避難所・市町村地域内輸送拠点の開設状況に関する情報収集における役割分担は、以下のとおり。 

避難所・市町村地域内輸送拠点の開設状況に関する情報収集における業務フローは図表３－１－１、 

チェックリストは図表３－１－２に示す。 

 

誰が 何を 

需要把握 G の需要受付係 避難所・市町村地域内輸送拠点の開設状況を収集する。 

需要把握 G の需要集約係 避難所・市町村地域内輸送拠点の開設状況を集約し、物資調整 G

の配分計画係に報告する。 

物資調整 G の配分計画係 避難所開設状況、地域内物資輸送拠点開設状況を確認し、総括 G

の連絡調整係、並びに輸送 G の輸送管理係に報告する。 

 

 

図表３－１－１ 避難所・市町村地域内輸送拠点並びに県広域物資輸送拠点に関する業務フロー 
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図表３－１－２ 避難所・市町村地域内輸送拠点並びに県広域物資輸送拠点の情報収集に関する  

チェックリスト 

 

 

（１）B-PLo が使用できる場合・使用できない場合共通 

・ 市町村の被害が大きく、電話の不通等によって連絡手段が喪失した場合には、当該地域の地方本部

職員が直接訪問する等により情報を収集する。 

・ 協定を締結している企業・団体等において、この直接訪問による情報収集能力が優れていると思わ

れるもの（沖縄トライアル協会等は内閣府沖縄総合事務局開発建設部リエゾン経由にて）に依頼す

ることも検討する。 

 

（２）B-PLo が使用できる場合 

１）避難所開設状況に関する情報収集及び地方本部共有 

避難所開設状況に関する情報収集を B-PLo を使用して行う場合の手順は、図表３－１－３のとおり。

以下、B-PLo マニュアルに関する記載事項については、「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明

書（都道府県向け）」第 1.02 版を参照し取りまとめている。B-PLo マニュアル参照先は、ページ番号を

示している。 

 

図表３－１－３ B-PLoを使用した避難所開設状況についての情報収集に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「拠点管理」をクリック 4-21 

② 「避難所開設状況」ボタンをクリック 4-21 

③ 市町村別の避難所開設数等のリストが表示 4-21 

④ 対象市町村の右にある「詳細」をクリック 4-21 

⑤ 対象市町村の避難所のリストが表示 4-21 

組織（大） 組織（中） 組織（小）
小集団・

個人等
組織（大） 組織（中） 組織（小）

小集団・

個人等

□ 1 市町村 県本部
物資支援

チーム
需要把握Ｇ 需要受付係

避難所開設状況、地域内物資輸送

拠点開設状況を確認し報告

3-1

p.37~40
p.4-21~23 B-PLo使用

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 2 県本部
物資支援

チーム
需要把握Ｇ 需要受付係 県本部

物資支援

チーム
需要把握Ｇ 需要集約係 避難所開設状況等を集約

3-1

p.37~40
p.4-21~23 B-PLo使用

□ 3 県本部
物資支援

チーム
需要把握Ｇ 需要集約係 県本部

物資支援

チーム
物資調整Ｇ 配分計画係

避難所開設状況、地域内物資輸送

拠点開設状況の報告

3-1

p.37~40
p.4-21~23 B-PLo使用

□ 4 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 配分計画係 県本部

物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係

避難所開設状況、地域内物資輸送

拠点開設状況の確認し報告

3-1

p.37~40

□ 5 県本部
物資支援

チーム
物資調整Ｇ 配分計画係 県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

地域内物資輸送拠点開設状況の確

認し報告

3-1

p.37~40
p.4-21~23 B-PLo使用

□ 6 県本部
物資支援

チーム
需要把握Ｇ 需要集約係 県本部

物資支援

チーム
拠点Ｇ

拠点確保係

（県職員）

広域物資輸送拠点候補施設に関す

る情報依頼

3-1、3-2

p.37~42

□ 7 県本部
物資支援

チーム
拠点Ｇ

拠点確保係

（県職員）
施設管理者

広域物資輸送拠点候補施設の損害

状況の確認を依頼

3-2

p.41~42
 

□ 7 県本部
物資支援

チーム
拠点Ｇ

拠点確保係

（県職員）

沖縄県

倉庫協会
営業倉庫の損害状況の確認を依頼

3-2

p.41~42

□ 8 施設管理者 県本部
物資支援

チーム
拠点Ｇ

拠点確保係

（県職員）
施設の損害状況の確認、報告

3-2

p.41~42

□ 9 施設管理者 県本部
物資支援

チーム
拠点Ｇ

拠点確保係

（県職員）
施設の損害状況の確認、報告

3-2

p.41~42

□ 10 県本部
物資支援

チーム
拠点Ｇ

拠点確保係

（県職員）

広域物資輸送拠点候補施設に関す

る情報集約

3-2

p.41~42

注１）Ｇはグループの略

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略

注３）「トラック協会」は「公益社団法人沖縄県トラック協会」の略

注４）B-PLo マニュアル：「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明書（都道府県向け）」第1.02版

B-PLo

マニュアル

ページ番号

注４）

使用媒体 連絡先掲載資料
ﾁｪｯｸ

欄
連番

担当（誰が） 連絡調整先（誰に）

活動内容（何を行う） 掲載ページ
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① トップメニューで「拠点管理」をクリックして選択する。 

② 表示された「拠点管理」画面においては、「避難所開設状況」と「物資拠点開設状況」の２つ

のボタンが表示されるが、このうち「避難所開設状況」をクリックする。 

③ 市町村別の避難所開設数等のリストが表示される。 

④ 同画面において、避難所開設状況を確認したい市町村の右にある「詳細」ボタンをクリック

する。 

⑤ 対象市町村の避難所のリストが表示される。 

 

２）市町村地域内輸送拠点の開設状況に関する情報収集 

 市町村の地域内輸送拠点の開設状況に関する情報収集を B-PLo を使用して行う場合の手順は図表３

－１－４のとおり。 

 

図表３－１－４ B-PLoを使用した物資拠点開設状況についての情報収集に関する手順 

順番 操作内容・画面表示 

B-PLo 

マニュアル 

参照先 

① トップメニューで「拠点管理」をクリック 4-23 

② 「物資拠点開設状況」ボタンをクリック 4-23 

③ 県内の物資拠点の所在地等のリストが表示 4-23 

④ 対象物資拠点の右にある「詳細」をクリック 4-23 

⑤ 「物資拠点開設状況詳細」画面が表示 4-23 

⑥ 対象物資拠点のライフライン回復状況等のリストが表示 4-18 

 

① トップメニューで「拠点管理」をクリックして選択する。 

② 表示された「拠点管理」画面においては、「避難所開設状況」と「物資拠点開設状況」の２つ

のボタンが表示されるが、このうち「物資拠点開設状況」をクリックする。 

③ 県内の物資拠点の所在地等のリストが表示される。 

④ 対象物資拠点の右にある「詳細」をクリックする。 

⑤ 「物資拠点開設状況詳細」画面が表示される。 

⑥ 対象物資拠点のライフライン回復状況等のリストが表示される。 
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3-2 県広域物資輸送拠点に関する情報収集及び各地方本部共有 

 

県広域物資輸送拠点候補に関する情報収集における役割分担は、以下のとおり。 

誰が 何を 

需要把握 G の需要集約係 避難所・市町村地域内輸送拠点の開設状況を提供する。 

県広域物資輸送拠点に関する情報収集を依頼する。 

拠点 G の拠点確保係 広域物資輸送拠点候補施設の損害状況の確認を依頼し集約する。 

 

県広域物資輸送拠点候補に関する情報収集の業務フローは図表３－１－１および、チェックリスト

は図表３－１－２のとおり。 

拠点グループの拠点確保係が、発災後可能な限り迅速に、県広域拠点候補施設の被害状況（施設へ

の直接被害及び電気、水道、道路の途絶による間接的な影響）、備え付けられている資機材に関する情

報を収集する。 

これらの情報の収集においては、本基本方針および運用マニュアルと県広域物資輸送拠点候補施設

リスト（資料５．拠点候補施設リスト）を活用する。 

その他の情報収集に関する留意点については、図表３－２－１のとおり。 

なお、情報収集に際しては必ず本基本方針 1-2、同 6-1-1～6-1-3 を一読することとする。 
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図表３－２－１ 県広域物資輸送拠点に関する情報収集及び各地方本部共有 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

県 広 域 物 資 輸 送 

拠 点 候 補 施 設 の 

被害状況の把握 

拠点 G の

拠点確保

係 

・ 「資料５．拠点候補施設リスト」の基礎情報 施設評価の高評

価施設を基本に津波等の影響範囲を踏まえて、施設管理者か

ら被災（津波のほか揺れによる躯体・設備の破損）状況、備

え付けの資器材に関する情報等を様式（資料５．図表５－１

０）により収集する（メール・FAX を使用）。 

・ 県広域物資輸送拠点候補の周辺部で被害が大きく、電話の不

通等によって連絡手段が喪失した場合には、当該地域の地方

本部職員が、直接、訪問する等により情報を収集する。 

・ 資料５．拠点候補施設リスト及び 6-1 も合わせて参照。 

代替拠点候補施設

に関する情報収集 

① 

 

拠点 G の

拠点確保

係 

・ 拠点候補施設に掲載されている施設が、いずれも被害が大き

く、その拠点としての使用が困難と判断された場合実施。 

・ 営業倉庫については、沖縄県倉庫協会に確認する。 

※具体的な連絡先は資料６．コンタクトリストを参照。 

代替拠点候補施設

に関する情報収集 

② 

拠点 G の

拠点確保

係 

・ 拠点としてのスペックが高いものの、津波浸水エリアに立地

するために拠点候補施設に掲載されていない施設（例：沿岸

部に立地するコンベンションセンター等）について、その被

害状況、使用可能性等に関する情報を収集する。 

代替拠点候補施設

の選定 

拠点 G の

拠点確保

係 

・ 代替拠点候補施設に関する情報を収集し、その使用可能性に

ついて検討する。 

・ 物資拠点としてのスペック（床荷重、バース数等）が高い施

設を優先して選定する。 
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3-3 道路状況に関する情報収集 

3-3-1 道路損壊状況に関する情報収集 

道路の損壊状況に関する情報として、図表３－３－２のように収集し、必要に応じて、災害物流専

門家や、沖縄県の支援物資物流に関する業務の委託事業者等と共有する。 

大規模災害時には、通行不能箇所に関する情報が一元化されていないため、県災害対策本部インフ

ラ班において道路関係機関である警察、内閣府沖縄総合事務局運輸部、道路でインフラ復旧工事を行

う事業者に個別に確認した情報を集約し、地図等に表示する。また、補足情報として、「通れるマッ

プ」、「Spectee」等のサービスを活用する（図表３－３－1）。 

 

図表３－３－１ 道路損壊状況に関する情報収集の項目 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

道路の損壊状況に

関する情報 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 内閣府沖縄総合事務局経由で国道および農業用道路の道路の

損傷上について道路管理者に確認する。 

Spectee 等その他

情報収集 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 気象庁・Ｌアラートとの連携によって収集できる情報、国土

交通省・自治体等が保有する道路・河川等カメラ映像を確認

する。 

・ 情報の真偽に注意しながら、ＳＮＳ投稿からの情報収集も行

う。 

通行可能実績 

データの収集 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ トヨタ車の運行データ等をＡＩによって分析した結果を地図

上に示す等の機能を保有するシステムを活用する。 

・ URL：災害時に当該サイトが立ち上げられた際に確認する。 

「 大 型 車 通 行 不

可」情報の収集 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 配車においては、道路の通行不能箇所情報について、車両サ

イズ別の規制状況も把握するよう努める。 

・ トラックメーカーＨＰを確認する（トラックメーカーが大型

車のみの通れるマップを立ち上げた事例あり）。 

「 通 れ る マ ッ

プ」・「道路復旧見

える化マップ」 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 国土交通省等で作成されるマップを参考にする。 

・ URL：災害時に当該サイトが立ち上げられた際に確認する。 
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図表３－３－２ インフラ班等の情報収集に関する業務フロー 

 

 

 

 

  

統括G 輸送G

連絡調整係 輸送管理係

注１）「Ｇ」は「グループ」の略称

開発建設部
運輸部
リエゾン

物資支援チーム

沖縄県内閣府

総合事務局

インフラ班

インフラ
関係
事業者

沖縄県警

①道路損壊

情報等の提

供を要請

②道路損壊

情報等の提

供を要請

③道路損壊

情報等の提

供を要請

④道路損壊

情報等の提

供を要請

⑤道路損壊

情報等を提

供

⑥道路損壊

情報等を提

供

⑦道路損壊

情報等を提

供

⑧道路損壊

情報等を提

供

⑨道路損壊

情報等を確

認

⑩道路規制

情報等の提

供を要請

⑪道路規制

情報等の提

供を要請

⑫道路規制

壊情報等を

提供

⑬道路規制

情報等を提

供

⑭道路規制

情報等を確

認

⑮道路工事

予定情報等

の提供を要

請

⑯道路工事

予定情報等

の提供を要

請

⑰道路工事

予定情報等

を提供

⑱道路工事

予定情報等

を提供

⑲道路工事

予定情報等

を確認

⑳集約した

情報を整理

し、通れる

マップ等で

補完

5-1フロー図④

5-1フロー図⑫

5-1フロー図④

5-1フロー図⑫

5-1フロー図④

5-1フロー図⑫

⑨、⑭、⑲より
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図表３－３－３ インフラ班等の情報収集に関するチェックリスト 

 

 

 情報収集に関する手順は、図表３－３－３とおり。また、その骨子は以下のとおり。 

① 輸送グループの輸送管理係は、道路損壊情報等について、統括 G の連絡調整係を窓口として、イ

ンフラ班から情報を収集する。インフラ班は、内閣府沖縄総合事務局情報運輸部のリエゾンから情

報を収集する。 

② 物資支援グループの輸送管理係は、統括 G の連絡調整係を窓口として、道路規制情報等について

は沖縄県警から、道路工事予定情報等はインフラ関係事業者からそれぞれ収集する。 

③ 輸送グループの輸送管理係は、上記で収集した情報を集約・整理し、通れるマップ等で補完する。 

 

  

組織（大） 組織（中） 組織（小）
小集団・

個人等
組織（大） 組織（中） 組織（小）

小集団・

個人等

□ 1 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 道路損壊情報等の提供を要請

3-3-1

p.43~45

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 2 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 県本部 インフラ班 道路損壊情報等の提供を要請

3-3-1

p.43~45

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 3 県本部 インフラ班 内閣府
沖縄総合

事務局
運輸部 リエゾン 道路損壊情報等の提供を要請

3-3-1

p.43~45

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 4 内閣府
沖縄総合

事務局
運輸部 リエゾン 内閣府

沖縄総合

事務局
開発建設部 道路損壊情報等の提供を要請

3-3-1

p.43~45

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 5 内閣府
沖縄総合

事務局
開発建設部 内閣府

沖縄総合

事務局
運輸部 リエゾン 道路損壊情報等を提供

3-3-1

p.43~45

□ 6 内閣府
沖縄総合

事務局
運輸部 リエゾン 県本部 インフラ班 道路損壊情報等を提供

3-3-1

p.43~45

□ 7 県本部 インフラ班 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 道路損壊情報等を提供

3-3-1

p.43~45

□ 8 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路損壊情報等を提供

3-3-1

p.43~45

□ 9 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路損壊情報等を確認

3-3-1

p.43~45

□ 10 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 道路規制情報等の提供を要請

3-3-2

p.46

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 11 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 沖縄県警 道路規制情報等の提供を要請

3-3-2

p.46

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 12 沖縄県警 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 道路規制情報等を提供

3-3-2

p.46

□ 13 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路規制情報等を提供

3-3-2

p.46

□ 14 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路規制情報等を確認

3-3-2

p.46

□ 15 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 県本部

物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 道路工事予定情報等の提供を要請

3-3-3

p.47

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 16 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係

インフラ

関係事業者
道路工事予定情報等を提供

3-3-3

p.47

ｺﾝﾀｸﾄﾘｽﾄ

資料6

□ 17
インフラ

関係事業者
県本部

物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 道路工事予定情報等を提供

3-3-3

p.47

□ 18 県本部
物資支援

チーム
統括Ｇ 連絡調整係 県本部

物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路工事予定情報等の提供を要請

3-3-3

p.47

□ 19 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係 道路工事予定情報等の提供を確認

3-3-3

p.47

□ 20 県本部
物資支援

チーム
輸送Ｇ 輸送管理係

集約した情報を整理し、「通れる

マップ」等で補完

3-3-3

p.47

注１）Ｇはグループの略

注２）「専門家」は「災害物流専門家」の略

注３）「トラック協会」は「公益社団法人沖縄県トラック協会」の略

注４）B-PLo マニュアル：「新物資システム（B-PLo）運用及び操作説明書（都道府県向け）」第1.02版

連絡先掲載資料
ﾁｪｯｸ

欄

担当（誰が） 連絡調整先（誰に）

活動内容（何を行う） 掲載ページ 使用媒体連番

B-PLo

マニュアル

ページ番号

注４）
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3-3-2 交通規制状況に関する情報収集 

道路の規制状況の情報収集については、図表３－３－４により実施する。 

 

図表３－３－４ 交通規制状況に関する情報収集の項目 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

交通規制区間等の

交通規制に関する

情報を収集 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 交通規制が実施された場合、その区間では、物資輸送を目的

とした車両も通行禁止対象となるため県本部の警察本部リエ

ゾンを通して沖縄県警の交通規制課へ１回/日程度確認する 

標 章 と 証 明 書 の 

交付 

本部活動

支援班 

・ 当該車両の使用の本拠の位置を管轄する都道府県公安委員会

（警察本部、警察署）や知事（知事公室消防防災対策課（窓

口：知事公室連絡調整員））を通じて申出を行う。 

・ 上記窓口に、緊急通行車両確認申出書とその添付資料を提出

し、緊急通行車両としての確認後、標章と証明書が交付され

るのでこれを沖縄県トラック協会及び各輸送会社を経由して

トラックに配布する。この標章等を車両に掲示することで規

制区間を通行可能となる。 

申出者：指定行政機関、指定行政機関等に属し災害応急対策に使

用される車両の使用者又は管理責任者、災害発生時に他の関係機

関・団体等から指定行政機関等が調達する計画等がある車両の使

用者又は管理責任者 
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3-3-3 道路啓開に関する情報収集 

道路の規制状況の情報収集については、図表３－３－５により実施する。 

 

図表３－３－５ 道路損壊状況に関する情報収集の項目 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

道路啓開に関する

情報収集 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 統括 G の連絡調整係を経由してインフラ班に問い合わせる。 

・ 内閣府沖縄総合事務局開発建設部リエゾンから、道路啓開状

況の現状、道路啓開計画の進捗見通しに関する情報を収集す

る。 

・ 開発建設部リエゾンが道路啓開計画に基づき提供する。 

・ １回／日程度、情報を更新する。 
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3-4 物流結節点に関する情報収集 

3-4-1 県内港湾に関する情報収集及び地方本部との共有 

港湾の損害状況等に関する情報収集については、図表３－４－１により実施する。 

 

図表３－４－１ 県内港湾に関する情報収集及び地方本部との共有 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

港湾の被害状況に

関する情報 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 統括 G の連絡調整係を経由して、インフラ班、大阪航空局リ

エゾン、場合によっては内閣府沖縄総合事務局運輸部リエゾ

ンに確認する。 

・ 那覇港、中城港、本部港、平良港、石垣港など湾岸壁の損壊

に係る情報に加えて、桟橋、資機材（荷積み用・港湾倉庫へ

の輸送用）、港湾倉庫（設置されている場合）の被害情報等を

収集し、地方本部と共有する。 

・ 発災後の可能な限り早い段階で、港湾の管理者等（管理者及

び港湾事務所）への連絡・調整体制を構築し、県内港湾の被

害状況等に関する情報を円滑に収集できるようにする。 

・ 具体的には、沖縄県の港湾課等を通じて、連絡・調整を行

う。 

※連絡調整先は、図表３－４－２のとおり。 

 

図表３－４－２ 県内港湾に関する情報収集及び地方本部との共有 

機関名 主な役割 電話番号 

沖縄総合事務局 運輸部 港湾課 港湾の管理・被害状況の把握 ～～～ 

沖縄県 土木建築部 港湾課 県管理港湾の被害状況確認 ～～～ 

那覇港管理組合 那覇港の運営・被害情報提供 ～～～ 

石垣港運営管理事務所 石垣港の管理・被害状況確認 ～～～ 

平良港運営管理事務所 宮古島市平良港の管理・被害

状況確認 

～～～ 

本部港運営管理事務所 本部港の管理・被害状況確認 ～～～ 
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3-4-2 県内空港に関する情報収集及び地方本部との共有 

県内空港に関する情報収集については、図表３－４－３により実施する。 

図表３－４－３ 県内空港に関する情報収集及び地方本部との共有 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

空港の被害状況に

関する情報 

輸送 G の

輸送管理

係 

・ 統括 G の連絡調整係を経由して、インフラ班、大阪航空局リ

エゾン、場合によっては内閣府沖縄総合事務局運輸部リエゾ

ンに確認する。 

※連絡調整先は、図表３－４－４のとおり。 

 

図表３－４－４ 県内空港に関する情報収集先 

空港名 管理・運営組織 連絡先 

那覇空港 国土交通省 大阪航空局 那覇空港事務所 ～～～ 

宮古空港 沖縄県 宮古空港管理事務所 ～～～ 

石垣空港 沖縄県 石垣空港管理事務所 ～～～ 

与那国空港 沖縄県 与那国空港管理事務所 ～～～ 

多良間空港 沖縄県 多良間空港管理事務所 ～～～ 

久米島空港 沖縄県 久米島空港管理事務所 ～～～ 

北大東空港 沖縄県 北大東空港管理事務所 ～～～ 

南大東空港 沖縄県 南大東空港管理事務所 ～～～ 

 

3-4-3 燃料確保に関する情報 

燃料確保に関する情報収集については、図表３－４－５により実施する。 

 

図表３－４－５ 燃料確保に関する情報収集の項目 

実 施 事 項 実施者 詳 細 内 容 

燃料確保に関する

情報 

輸送 G の

輸送管理

係 

燃料確保可能性を確認する 

① 輸送委託先の民間物流事業者近隣の SS（サービスステーシ

ョン：一般に「ガソリンスタンド」等と呼称される燃料供給

施設）から十分な燃料が提供されず、燃料確保が困難になっ

た場合、沖縄県石油商業組合・沖縄県石油業共同組合等にイ

ンタンクの使用が可能な SS とその保管燃料の量等を発地、

着地について収集する。 

※その際ポンプの使用可否についても確認する 

② 自家発電設備や大型タンク等を備えた中核 SS の稼働状況を

内閣府沖縄総合事務局運輸部のリエゾンを経由して、同事務

局の経済産業部に確認する。 

③ 支援物資輸送を担当する物流事業者と共有する。 

※具体的な連絡先は資料６．コンタクトリストを参照。 
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3-5 調達可能な物資量に関する情報収集 

 県生活安全安心課は、県・市町村の備蓄量について、B-PLo 等により確認する。また、県内におけ

る国の備蓄物資（糸満市）については、内閣府Ｃ４に確認する。さらに、当該備蓄物資で不足する場

合は、民間企業の提供可能在庫量について確認する。その確認先として想定される企業とその連絡先

等について、以下に整理した。なお、選定基準としては、協定締結先を含む、大手小売店、コンビニ

エンスストアとした。 

 

図表３－５－１ 沖縄県内における物資調達可能量の確認先（民間企業） 

 

※順不同、協定締結状況は●にて明記している。 
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